
防コミの歩き方たずね歩き消防団
阪神・淡路大震災の朝、東の空に火災に

よる黒煙が巨大雲のように上った光景はい
まだ忘れられません。
私たちが管轄する若宮区域内は、大き

な火災こそなかったものの倒壊した家屋に
よって死傷者が発生しました。震災の影響
で自宅で暮らせなくなった多くの住民は冬
の寒い中、小中学校等に避難し不安な面
持ちで被災生活を過ごしました。
20年余りが過ぎた今、世代は変わり当
時を知っている市民は5割に満たないとい
われています。その中で地域直結の消防
団の使命は決して小さくありません。

私たちの活動は、災害時の出動はもち
ろん震災の教訓を伝えるため、地元住民
への防災意識の啓発に重点を置いていま
す。消防署、若宮防災福祉コミュニティ並
びに各方面の協力を仰ぎ、小学校での防

災訓練指導、地域の高層マンションでは避
難訓練支援をおこない、そして救急指導の
ために団員が意欲的に救急インストラク
ター資格取得に励んでいます。今のところ
の課題としては管轄区域が須磨海岸に隣接
し国道2号線沿いは海抜も低いことから、
東日本大震災を教訓に南海トラフ地震の津
波を想定した対応策を検討中です。
しかし、あらゆる災害の発生や被害を未
然に防ぐことは私ども消防団だけでは困難
です。そのためには、より多くの地域の皆
さまに防災への関心を持っていただき、安
全かつ安心して過ごせる毎日につながるよ
う地域との連携強化を目指していきます。
また、地域で開催されるお祭りなど行事
イベントでは、警護活動もしておりますの
で、よろしければ、お声掛けください。

（須磨消防団　第4分団　一同）

安全と安心をライフスタイルに
つつじが丘は、垂水区の北東部にある高

台に位置し、明石海峡大橋や淡路島を見
渡すことができる風光明媚な住宅地です。
防災意識に対する志が高い地域であり、

一昨年に地域全体を対象にした「総合防災
避難訓練」を実施しました。また、つつじ
が丘小学校の児童が街全体を見て歩き「街
の良いところ」「気を付けなければならない
ところ」「新しく見つけたもの」を寄せ集め、
何度も話し合いを繰り返し作成した「持って
歩けば安心マップ」があります。
今年は5月28日に防災総合訓練を兼ね

た、「つつじっ子まつり」を実施し、地域住
民が約200人集まりました。
「つつじっ子まつり」は、毎年5月下旬か
ら6月上旬の土曜日に開催され、上穂公園
をスタート地点、つつじが丘小学校をゴー
ル地点とした「ウオークラリー」をおこなっ
た後に、防災訓練をおこないます。この防
災訓練は、防災福祉コミュニティが主体と
なり訓練を進行し、「水消火器取り扱い訓
練」「競技式簡易担架搬送」「競技式バケツ
リレー」を実施しました。子どもたちはそれ
ぞれの訓練を楽しみながら防災について学

ぶことができました。また、ウオークラリー
終了から訓練開始までの間、消防車の展
示及び写真撮影をおこないました。
訓練の最後につつじが丘防災福祉コミュ

ニティ委員長から、「いざというときは、過
去の防災訓練や避難訓練を思い出し、災
害が発生したときは落ち着いて行動すると
ともに、迅速に小学校に避難してください」
と地域住民に強く伝え、訓練が終了しまし
た。これからも防災意識を高く持ち続け、
地域で協力、連携し災害に備えてほしいと
思います。
（垂水消防署 塩屋出張所　野口昂輝）
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